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事例1◆北見工業大学

１．大学の概要

北見工業大学は、北海道オホーツク沿岸域の中核都

市である北見市に置かれており、北緯45度に位置する

最北の国立大学法人である。この地域は、冬季気温が

マイナス20度を下回る北海道の中でも寒冷な地域であ

るが、世界自然遺産となった知床国立公園をはじめ、

大雪山、阿寒国立公園といった豊かな自然に囲まれ、

清涼な空気と高い日照率に恵まれた地域である。

このような恵まれた自然環境の中に1960（昭和35）

年に設置された北見工業短期大学を母体として、1966

（昭和41）年に工科系単科大学に移行した。当初は工学

部２学科（入学定員80名）だけであったが、現在は工

学部６学科（410名）、大学院博士前期課程６専攻（92

名）及び大学院博士後期課程２専攻（12名）と大きく

発展してきている。創立以来、社会から評価される工

学技術者の育成に努めており、これまでの卒業生は

13,000人を超えるが、広く様々な分野で活躍している。

本学は、「人を育て、科学技術を広め、地域に輝き、

未来を拓く」を基本理念とし、「自然と調和するテクノ

ロジーの発展を目指して」をスローガンに、魅力ある

工科系大学を目指している。教育面では、「向学心を喚

起し、創造性を育み、将来の夢を拓く教育」を目標に、

JABEE（日本技術者教育認定機構）に対応した体制の

構築を進めている。

２．本プログラムの概要

本学では、少子化や大学進学率の上昇に伴って多様

な学生が入学してくる中で、学生が快適な学生生活を

送り、社会での活躍にそれぞれ大きな『夢』を持って

卒業していくための学生支援（図１）を目指している。

そのために、これまでの学年担任制に加えて個別担

任制を全学で実施し、教員は１学年当たり５人程度の

学生を担当することにより、迅速できめ細かな学生支

援を行う。

また、学生の資質・能力・知識の多様化に対応する

ため、個々の学生の修学・生活状況等多元的な情報を

集約した、電子ポートフォリオを学生支援に携わる教

職員で共有し、修学の悩みや心の問題などに対して早

期に適切な助言や指導を行う。

さらに、ピア・サポート及びSNS（Social Networking

Service、電子的な学生交流の場）を立ち上げ、学生同

士の相談や交流・情報交換を活発化させ、学生の自主的

活動を高めることで、学生による学生生活の良い環境づ

くりを支援する。

図１　夢を育むe－学生支援全体像

３．本プログラムの趣旨・目的

（1）動機・背景

少子化や大学進学率の上昇に伴い、大学全入時代を

迎えつつある中で、本学のような日本の北端に位置し

ながら日本各地から学生が入学してくる単科大学では、

学生の資質・能力・知識のどれもが多様化している。

多くの学生は、将来に社会で自分が最も生き生きとし
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て活躍できるように最適な学科を選択し、『夢を持って』

入学してくる。その一方で、「入れる大学」として不本

意ながら本学に入学してくる学生もいる。このような

個々に大きな違いのある学生に対応して学生支援する

システムを構築することが必要になっている。

様々な学生支援を行う中で、個別面談の役割はきわ

めて大きい。ただ、学生支援の内容により、個別面談

をするのは担任などの教員であったり、事務職員であ

ったり、医師や非常勤カウンセラー（臨床心理士）で

あったりする。個々の学生の修学・学生生活・経済的

状況などが異なるので、学生支援に携わる教職員の連

携を強化し、その学生にふさわしい助言・指導をでき

ることが望まれている。また、心の問題などに悩む学

生には、その兆候を早期に見つけ出し、速やかな対応

をとることが望まれている。

ところで、本学に入学してくる学生のうち、半数以

上は北海道以外からの学生である。そのため学生によ

っては、生活環境がそれまでと大きく異なり、周囲に

全く知人がいないうえに友人がなかなかできないなど、

強い孤独感に悩まされることがある。課外活動を介し

て学生同士に密なつながりができるが、同じ学科の学

生であっても学年を超えてのつながりがほとんどない

ばかりか、同じ学年であっても交流はきわめて限定さ

れている。学生間の交流・情報交換を活発化させ、修

学意欲の向上や学生同士による自主的な活動を高める

ことで、学生による学生生活の良い環境づくりを期待

している。

このような中で、本プログラムでは、一方では個々

の学生の環境・状況に応じた個別面談を基本とする学

生支援の充実を図り、もう一方では学生間のつながり

を作る仕組みを提供して学生の自主的な活動を促進し、

学生同士での学生支援を充実させる。このことが、本

学が第１希望であって夢を持って入学してきた学生に

も、不本意入学のように夢を持たずに入学してきた学

生にも、教職員による適切な助言や指導、学生同士で

の自主的な活動などを通して、『夢を膨らませる・夢が

持てる』ことにつながる、新たな学生支援を構築した

い。

（2）本学における意義

本学では、「学生の元気が大学の力」をテーマとして

掲げている。学生が大学での修学や学生生活に動機づ

け（『夢』）を持ち続けるとき、学生の能力が最も大き

く発揮され、このテーマを達成することができる。学

生支援を大学全体で組織的に実施して行くことは、教

職員の連携が高まるとともに、教職員の教育に対する

意識改革にもつながり、教育活動改善などに良い影響

が出ることが期待できる。

４．本プログラムの独自性（工夫されている内容）

（１） 新しい発想や独自の創意工夫

これまでのクラス担任制に加えて個別担任制を全学

で実施し、教員は１学年当たり５人程度の学生を担当

する。個別担任は担当する学生と定期的に個別面談を

実施し、修学や学生生活などの状況をきめ細かくチェ

ックして指導を行う。一方で、学生一人ひとりに対し

て、個別担任による修学指導記録（図２）・キャリア

教育記録・経済的状況・健康診断記録・学生相談記録

（日付と相談内容分類の項目名）などを合わせた「ポー

トフォリオ」を電子的に作成し、学生支援に携わるす

べての教職員が情報を提供し、共有しあうことで、相

互の連携を強化するとともに個別担任や非常勤カウン

セラー（臨床心理士）は、学生に対する多元的な情報

を基に個別面談をすることができる。

また、電子ポートフォリオには半年毎の成績などの

記録だけでなく、日常の講義への出席状況（図３）な

ども含めることで、科目担当教員と個別担任や非常勤

カウンセラー（臨床心理士）との連携も自動的に強化

できるとともに、個々の学生の日常的な修学状況を集

約してリアルタイムに観察できるようになり、修学や

心の問題に悩む学生を早期に見つけ出すことができる。

個別担任制に加えて電子ポートフォリオを導入するこ

とは独自の工夫であり、教員が学生の情報収集に時間

をかけずに済ませることができ、個々の教員の負担を

軽減することができる。

なお、個人情報の取り扱いには十分に配慮し、経済

的状況や心・体の問題などに関わる項目などには適切

な閲覧制限をするとともに、学外とは全く接続の無い、

学生支援を行うための専用のネットワークと端末を用

意し、閲覧のログも取るなどして、情報の漏洩や不正

利用を防止し、個人情報の厳重な管理を行う。

さらに、ピア・サポートシステム（図４）及び本学

学生限定のSNSを立ち上げ、気軽に相談、参加できる

ようにして、学生間の交流・情報交換を活発化させる。

ピア･サポートシステムでは、学生が窓口になるので相

談しやすく、学生による修学支援や、相談内容によっ

ては相談先の紹介を行う。SNSでは、修学や学生生活

などに有益な情報の交換、趣味や特技などを共有する

バーチャルな空間におけるコミュニティの構成やサー
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図２　修学指導記録簿

図３　出席状況
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クル活動などを通じて学生間の交流が深まることを想

定している。さらにそれらをきっかけにしてその一部

が実空間での活動にもつながることを期待し、学生同

士による自主的な活動の高まりを図る。また、日常的

な運用も学生に担当させる。

（２）他大学等の参考となる点

個別担任制の導入、電子ポートフォリオの情報共有

による学生支援を全学的に実施することは、小規模な

工科系単科大学であるからこそ対応可能な実験的試み

である。とりわけ情報共有による学生支援では、学生

支援に携わる教職員がその価値を理解し、情報を提供

しあうことではじめて機能するものであり、教職員の

連携がとりやすい小規模な大学でまず、電子ポートフ

ォリオの運用について評価・検証することが適当であ

ると考える。これらの情報は、本学のような規模の大

学だけでなく、規模の大きな大学においても検討する

ための資料になるものと考える。

５．本プログラムの有効性（効果）

（１）期待される効果

個別担任制を全学的に実施することにより、各教員

が少人数の学生を担当するすべての学生に対するきめ

細かな個別指導を期待できる。また、少人数の担任で

あることは、学生にとって、自分のことをよく知って

もらえるという相談のしやすさがある。また、電子ポ

ートフォリオを学生支援に携わるすべての教職員で共

有するので、修学の悩みや心の問題などに対して、

個々の学生にふさわしい助言や指導をすることができ

るようになる。電子ポートフォリオには日常的な修学

状況の情報も含めるので、個別担任は早期に担当する

学生の支援をすることが可能になる。

一方で、ピア・サポートシステム及びSNSを立ち上

げることで、学生同士の相談や交流・情報交換を活発

化させることができる。本学には日本各地から学生が

入学してきているので、地域によって異なる風土・文

化などは学生によい刺激を与えるものと想定され、学

科や学年の枠を越えた学生同士の自主的な活動が高ま

り、学生同士での学生生活の良い環境づくり、学生同

士での学生支援が期待できる。

（２）現在の学生支援の取組との相乗効果

学生個人の情報を集約・共有することにより、様々

な学生支援相互の連携を強化し、それぞれの学生支援

の質を向上させる効果が見込まれる。修学指導、就職

支援、非常勤カウンセラー（臨床心理士）による学生

相談など、現在の学生支援での情報を学生ごとに電子

ポートフォリオとして集約・共有することで、新たな

取組である全学的な個別担任制導入による個別指導な

どで学生に適切に支援することを可能にする。

また、非常勤カウンセラー（臨床心理士）などは相

談に来る学生の多元的な情報を電子ポートフォリオで

事前に得ることができるため、よりきめ細かな個別面

談ができる。

（３）社会的ニーズ・学生ニーズとの対応

少子化や大学進学率の上昇に伴い、多様な学生が入

図４　ピア・サポートシステム
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学してくる中で、個々の学生に適切な学生支援を行う

ことは社会的ニーズに応えることであり、これに対応

するために本プログラムでは、学生個人の情報を集

約・共有し、少人数の学生を担当する個別担任制を中

心にして、迅速で適切にきめ細かな学生支援を行う。

一方、本学における学生生活実態調査によると、学

生生活に対する悩みや不安があっても半数以上の学生

は誰にも相談することなく、「自分で対処する」あるい

は「なりゆきにまかせる」などと答えている。ピア・

サポートシステムやSNSでは気軽に悩みや不安を相談

でき、学生よろず相談室との両方が存在することで、

学生相談に関する学生のニーズに幅広く対応できるよ

うになる。また、企業や社会で強く求められているコ

ミュニケーション能力の向上あるいはお互いを尊重す

る気持ちやマナーなどを学び、人間力向上も期待でき

る。SNSの運用が安定して本学卒業生にも開放できれ

ば、社会人としてのアドバイスや仕事（技術的内容な

ど）・生活などの話題で学生に生の情報と刺激を提供

することができ、学生の将来設計に役立つとともに、

ミスマッチで１年以内に退職するなどによるニート・

フリーター問題へも対応できる。

（４）教育・研究活動との関連性

個別担任制を導入し、電子ポートフォリオで学生の

情報を共有することを通じて学生支援を大学全体で組

織的に実施していくことは、教職員の連携が強まると

ともに、教育に対する意識改革にもつながり、教育活

動を改善するなどの良い影響が出ることが期待できる。

また、個別担任などにおいては、専用端末から学生

の情報を即座に知ることができるので、情報収集に関

わる負担が軽減し、父母からの急な問い合わせなどに

も即座に対応できるなど、間接的にも教育・研究活動

にプラスになる。

６．本プログラムの改善・評価

（１）評価体制・方法

学生支援センターは、個別担任制、ピア･サポートシ

ステム及びSNSに関して、学生及び学生支援に携わる

教職員にアンケート調査を行い、その結果について学

生委員会に報告する。

（２）評価の観点

個別担任制については、全学的な取組であることを

意識し、その役割を十分理解しているかなどについて

調査し、個別担任制の浸透度を評価する。また、電子

ポートフォリオシステムについては、情報の内容、シ

ステムの使いやすさ、利用頻度などを調査し、学生の

個別指導などでの有用性を評価する。さらに、ピア･サ

ポートシステム及びSNSについては、利用している学

生数、利用頻度、相談・情報の内容などについて調査

し、学生同士の相談や交流・情報交換の場として機能

しているかについて評価する。

（３）評価結果の活用

学生委員会による評価結果に基づき、学生支援セン

ターは必要な改善方法を検討し、次年度に改善を行う。

個別担任制については、FDの一環として実施されてい

る教職員研修会でのテーマに取り上げて改善方法など

を検討することも考えている。電子ポートフォリオシ

ステムやＳＮＳについては、評価結果に基づき、情報

の内容やシステムの操作性の向上を進め、利用価値を

高める。

７．本プログラムの実施計画・将来性

（１）実施計画

各年度の実施計画を（表１）に示す。2007（平成19）

年度では、全学的な個別担任制の導入によってすべて

の学生が同等の学生支援を受けることができるように、

個別担任の役割・任務を全学的に決定する。ピア･サポ

ートシステムは10月から導入する。

また、それに対応して電子ポートフォリオの仕様を

策定し、システム構築に着手するとともに、本プログ

ラムに関するホームページを作成し、広報及びシステ

ム利用の促進を図る。

表１本プログラムの実施計画
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（２）組織性

（図５）に示すように、学生支援センターを中心とし

て、本プログラムを実施・運用する。個別担任制は学

科に所属する教員が担当する。学生支援センターにお

ける学生の個人情報の取り扱いなどについては、他大

学の例などを事前に調査する。

（３）整備状況

学生支援センターは2007（平成19）年４月に発足し、

2008（平成20）年度からは全学的に個別担任制を導入

することが決まっており、（図５）に示している組織は

すべて機能する。電子ポートフォリオシステムを運用

するために学内専用ネットワークを構築するが、情報

処理センターと各学科等の間に敷設されている光ファ

イバーケーブルを活用してネットワークを構築する。

（４）補助期間終了後の展開

時代の変化に伴う学生の変化・多様性に柔軟かつ迅

速に対応できることを目指し、学生支援センターを中

心として、本プログラムを実施・運用する。個別担任

制の役割と理解、電子ポートフォリオシステムやピ

ア・サポートシステム、SNSのあり方・運用などにつ

いて、学生及び学生支援に携わる教職員にアンケート

調査を継続して行い、その結果に基づいて学生委員会

で評価し、その内容について学生支援センターで検討

し改善を進める。

図５　本プログラムの実施・運用体制
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北見工業大学においては、学長のリーダーシップの下で、「学生の元気が大学の力」をテーマに掲げ、教職員
による学生支援が従来のクラス担任制、教務課主導での評価制度の問題点を整理しながら、“学生の視点”に立
った“face to face”の観点から、今後の取組方を計画（又は検討）されている点は、評価に値します。
本取組は、①全必須科目の講義記録をリアルタイムでWeb管理し、学科内全教員が記録を共有することは、

修学指導やメンタルヘルスケアの活用には最適と考えます。しかし、一方では、管理体制の強化に繋がる懸念
があります。また、多様な学生を入学させているとのことですが、学生のフレキシブルな行動の芽を摘む危険
性についての功罪に関しては、さらなる検討・考察を加えていく必要があると思料します。②「取組実施後の
評価及び取組内容の改善策」と併せ、データが出そろってしまうことから、単位認定・進級時における判定基
準等の学則等の運用をどうするかなどの観点から、結果公表と評価方法を慎重に行う必要があると思料します。
③就職支援に関しては具体的な内容の説明が必要です。実際には、種々執り行っているはずですので、キャリ
ア支援セミナー・就職ガイダンス・合同企業研究セミナー等の具体的な資料を準備しておく必要があると思料
します。④ピア・サポートシステムとSNS（Social Networking Service）は、今後への期待を含めて高く評価
できます。
以上のことに留意する必要があると思料しますが、本取組は極めて優れており、他の大学等の参考となる優

れた取組であると言えます。
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